
6月28日・29日・30日・7月3日の4日間、

役場大会議室で「町政懇談会」が開催されまし

た。（参加者112名）

この懇談会は、平成18年度から平成27年度

までの町のマスタープランである総合計画を策

●
介
護
保
険
法
が
改
正
に
な
り
来
年
度
か

ら
予
防
給
付
事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

地
域
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

そ
れ
ら
は
総
合
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、（
仮
称
）
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ど
う
リ
ン
ク
し
て
い

く
の
か
。

回
答
…
今
年
度
は
、
介
護
保
険
計
画
と
総

合
計
画
の
改
定
時
期
で
あ
り
、
総
合
計
画

と
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
を
並
行
し
て
策
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
保

健
福
祉
の
分
野
で
検
討
し
盛
り
込
ん
で
い

き
ま
す
。（
仮
称
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
予
防
事
業
の
拠
点
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

●
蓼
沼
保
育
所
民
営
化
に
対
す
る
反
対
署

名
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
民
営
化
の
話
は

突
然
出
て
き
た
の
で
内
容
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

回
答
…
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
国
の

方
針
を
受
け
、
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民

間
に
お
願
い
す
る
方
向
で
考
え
て
お
り
ま

す
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
申
し

上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
全
保
育
所
の
民
営

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
今
後
、
十
分
に

話
し
合
い
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
が
落
ち
る

よ
う
な
行
政
改
革
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
合
併
を
行
わ
ず
単
独
で
い
く
こ
と
と
な

っ
た
が
、
市
と
町
で
は
国
、
県
の
補
助
金

の
額
が
違
っ
て
く
る
の
で
町
と
し
て
独
立

し
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
。

回
答
…
財
政
の
面
で
は
、
法
人
町
民
税
が

15
年
度
に
比
べ
16
年
度
は
約
20
億
円
の
増

加
が
あ
り
ま
し
た
。

合
併
協
議
の
時
点
で
は
、
一
般
会
計
の

予
算
は
80
億
円
程
度
で
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
90
億
円
程
度
の
予
算
は
組
め
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
当

時
の
見
込
み
よ
り
社
会
資
本
の
整
備
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
上
向
き
な
計

画
が
立
て
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
今
後
減
ら
す
考
え
は
あ
る

の
か
。

回
答
…
議
会
の
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
会
の
所
管
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
会
と

し
て
も
行
政
改
革
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
削
減
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
三
権
分
立

と
い
う
こ
と
か
ら
、
行
政
か
ら
議
会
に
進

言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
独
自
で

特
別
委
員
会
を
作
っ
て
お
り
年
内
に
は
方

向
付
け
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
単
独
で
や
っ
て
い
く
た
め
3
年
間
か
け

て
自
治
会
交
付
金
を
半
分
に
削
減
す
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
他
の
交
付
金
や
補
助
金

に
つ
い
て
見
直
し
は
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
削
減
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

回
答
…
行
政
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
行
政
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
の
補
助
金
、
交
付
金
に
つ
い
て
原

点
に
立
ち
返
り
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

●
他
市
町
と
の
合
併
協
議
で
見
え
て
き
た

課
題
を
つ
ぶ
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
ち
づ

く
り
の
近
道
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
町
民
ひ
と
り
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
行
っ
て
い
く
の
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
自
治
の
精
神
は
、
町
民
も

議
会
も
行
政
も
一
緒
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
町
民
の
意
識
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。

町
民
も
自
助
努
力
を
忘
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
す
べ

て
行
政
に
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
行
政
と
の
協
働
参
画
の
形
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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皆さんと 
対話してまいります。 

定するため、町民の皆さんから今後の町づくり

についての意見を伺うものです。

今月は、町政懇談会で出された、意見や参加

者によるアンケート集計結果について報告いた

します。

質
　
問

意
　
見

町政懇談会の主な質問・意見（抜粋）



行政のスリム化を目指して事務事業の見直

しを進めていますが、今後さらに改革すべ

き項目は何だと思いますか。（複数回答可）

町政懇談会アンケートについては、112人の出席者のうち106人（94.6％）の回答がありました。

質問事項は大きく2つで、そのほかの自由記載には多くの意見がありました。

・議員定数の削減 66人

・農業委員の削減 45人

・町職員の能力向上と適正配置 39人

・町職員数の削減 36人

・町有地や公共施設の有効利用 35人

・公共工事の見直し 32人

・公共施設の運営の民間委託 30人
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今後、町では町政懇談会で出された町民の皆さんの貴重な意見・要望を基に行政改革・総合計画を進め

ていきます。

行政改革・総合計画の進捗状況につきましては、広報等で随時報告していきます。
▼問い合せ先＝総務課　秘書庶務係　牲○56 9113

・町職員の給与の削減 29人

・町民に解りやすい組織、機構の整備 29人

・公共施設の統合や廃止 25人

・窓口業務の簡素化 25人

・情報公開の推進 19人　

・町からの補助金等の削減や廃止 15人

・電子自治体の構築（事務処理のOA化） 10人

・現在のままでよい 3人

・その他 2人

・わからない 1人

Q.

Q. 今後の行政運営について何かご意見があり

ましたらご自由にお書きください。（抜粋）
・少子化対策の中、もっと充実した保育所の新設が

あって良いのでは。子供ができればお金がかかる。

その為には共稼ぎとならざるえない、保育所に安

心して預けられることが大事だと思う。

・受益者負担を受け入れ、労力も智恵もお金も出

す協働社会づくりにしていきたい。

・議員数については多くの考えを取り入れるた

め、極端な人数減よりは給与減がよい。

・議員の人数を削減するのは勿論だが、研修旅行

（遊びに等しい内容のもの）なども最小限にし、

給与なども削減して欲しい。

・電子自治体の構築、OA化も時代の流れではあ

るが、情報の流出には十分注意してほしい。

・既存の公園は子供向けに作られているため、高

齢化社会に向けて高齢者が利用できる公園作り

を目指してもらいたい。（高齢者と子供のコミ

ニケーションの図れる公園）

・行政改革は、具体的な数値目標を上げ取り組ん

でもらいたい。（行政サービスを落とさずに）

・第三者による行政評価の実施

Q. あなたは、行政サービスと住民負担とのバランスに

ついてどのように考えますか

行政サービスの種類によっ
ては、サービスを受ける人が
一部費用を負担し、税など住
民全体の負担は増やすべき
でない 

行政サービス維持・充実を優
先すべきで、住民負担が増え
ることもやむをえない 

行政サービスの低下をまね
いたとしても、住民の負担は
増やすべきでない 

わからない 
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